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第１四半期決算短信 補足資料

平成２３年５月９日

平成２３年１２月期
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東日本大震災で被災された皆様に、

心よりお見舞い申し上げます。

一日も早い復旧と皆様のご健康を心より

お祈り申し上げます。

ライオン株式会社
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－△3.67△10.15△6.47ＥＰＳ(円)

－△9.7△27.2△17.5四半期純利益

－24.3△1.8△26.2経常利益

－24.2△4.8△29.1営業利益

1.27.5657.0649.5売上高

率（％）額

前年増減
2011年
1－3月

2010年
1－3月

（単位：億円）

１．２０１１年第１四半期業績ハイライト（連結）
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２．２０１１年第１四半期業績ハイライト（連結）

１）売上高
国内は、歯磨・歯刷子などのオーラルケアや解熱鎮痛剤を中心とする薬品が好調
に推移したものの、競争の激化を受けた洗濯用洗剤の売上が伸びなやみ、また震
災の影響もあり前年同期比横ばいで推移しました。一方、タイをはじめとする海
外は堅調に推移し、連結売上高は前年同期比１.２％増の６５７億３百万円とな
りました。(連結全体の為替の影響を除いた実質売上高は、前年同期比1.9％増)

２）営業利益
利益率の高いオーラルケアや薬品分野の売上高が増加し、全体に占める構成比が
上昇したことや、販促費や宣伝費などの競争費が減少したことにより、営業損益
は前年同期に比べ改善し、４億８千７百万円の営業損失（前年同期は２９億１千
２百万円の営業損失）となりました。

３）経常利益
営業損益の改善により、経常損益は１億８千７百万円の経常損失（前年同期は
２６億２千５百万円の経常損失）となりました。

４）四半期純利益
東日本大震災の影響による建物や設備の復旧費用やたな卸資産の評価損などの損
失を含め、特別損失を３９億７千万円計上したため、最終損益は２７億２千５百
万円の四半期純損失(前年同期は１７億５千万円の四半期純損失)となりました。

【全社連結業績概要】
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３．２０１１年第１四半期業績ハイライト（連結）

【東日本大震災の影響について】

１．生産・物流の復旧状況と今後の対策

２．被災地への支援状況

・生産：千葉工場等の全ての拠点で全面再開しており､全国

の生産拠点と連携した生産体制の実現に努力しています。

・物流：仙台流通センターは４月末より順次、業務を再開

しています｡他の拠点では全商品の出荷を再開しています｡

・今後の電力供給不足に対応して、土日出勤(営業日変更)

や消灯などの節電対策を検討しています。

被災された皆様への支援のため、日本赤十字社、現地災害対

策本部などを通じて、総額１億円の義援金・支援物資を提供

することとしています。
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４．２０１１年第１四半期業績ハイライト（連結）

【営業利益増減要因】

△ 29
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2011年1-3月営業利益

原油・植物油脂等の影響

その他費用の増減

競争費用の増減

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄﾀﾞｳﾝ（原価、物流等）

売上増減・構成変化等の影響

2010年1-3月営業利益

(億円)

◇オーラルケアや薬品の売上高が増加し、全体に占める割合が増加したことや販促費、
宣伝費の減少により、営業損失額は前年同期に比べ縮小しました。

（なお、上記グラフには、東日本大震災による特別損失の計上に伴う営業費用の減少
を含んでおります。）

◇第１四半期は主力製品の通期に対する売上構成比が低く、さらに新製品育成のための
積極投資を行うため、例年営業損失となっております。
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－22.1△6.3△28.40.54.2792.9788.7小 計

－2.11.4△0.6－3.3△135.8△139.1調 整 額

－24.2△4.8△29.11.27.5657.0649.5連 結 計

490.81.01.30.26.83.351.848.5そ の 他

1.401.51.54.65.6129.0123.3海 外

△22.7△0.62.22.8△1.4△1.6111.9113.5産 業 用 品

－21.6△11.3△33.0△0.6△3.1500.0503.2一般用消費財

率（％）額率（％）額

増減2011年
1－3月

2010年
1－3月

増減2011年
1－3月

2010年
1－3月

セグメント利益（営業利益）売上高

◇一般用消費財事業は、ファブリックケア分野が減収となったものの、「クリニカ」、「システマ」や「バファリン」等の
主力ブランドが好調だったオーラルケア、薬品分野が増収となり、全体の売上は前年同期比横ばいとなりました。

◇産業用品事業は、業務用洗浄剤が好調に推移したものの、震災に伴う市況悪化の影響を受け、
全体の売上は前年同期比横ばいとなりました。

◇海外事業は、タイや韓国で洗濯用洗剤が伸張し、中国でオーラルケアが順調に推移し、前年同期比4.6％
の増収となりました。(為替変動の影響を除いた実質売上高は、前年同期比8.7％増)

◇その他は、建設請負業が好調に推移し、前年をかなり上回る増収となりました。

５．２０１１年第１四半期業績ハイライト（連結）

【セグメント別】 （単位：億円）
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27.42.09.77.6

4.65.4122.1116.7

1.71.272.170.8

△0.3△1.1453.0454.2

0.54.2792.9788.7売 上 高 計

1.27.5657.0649.5外 部 売 上 高 計

6.83.351.848.5
そ の 他

4.65.6129.0123.3
海 外

△1.4△1.6111.9113.5
産 業 用 品

△0.6△3.1500.0503.2
一 般 用 消 費 財

率（％）額

増減2011年
1－3月

2010年
1－3月

売上高

６．２０１１年第１四半期業績ハイライト（連結）

【セグメント別売上高】 （単位：億円）

◇上段：売上高、下段：外部売上高
なお、売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでいます。
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７．２０１１年の業績予想（連結）

◇平成２３年５月９日に公表しましたとおり、第２四半期累計期間および通期の連結業績予想については、
東日本大震災に関連する損失として約３４億円を特別損失へ計上したため、当期(四半期)純利益は当初
の予想から１８億円下回る見込みです。

率（%)額

2.0
0.1

（20.0）

35.0

2.2

30.0

1.9

1,600.0

2011年
1-6月
予想

△13.8

1.4

2.4

42.4

△87.4
15.8

1.0△22.2△13.4
47.0

1.4
（65.0）

60.4

1.8

当期(四半期)純利益

対売上比(％)

（当初予想）

4.2
33.5

2.2
1.72.0

120.0

3.5

117.9

3.6

経常利益

対売上比(％)

8.9
27.5

1.8
4.84.9

110.0

3.2

105.0

3.2

営業利益

対売上比(％)

2.71,557.52.788.93,400.03,311.0売上高

率(%)額

前年増減2010年
1-6月
実績

前年増減
2011年
予想

2010年
実績

（単位：億円）
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当社参入主要４２市場計 対前年同期比（％）市場環境（家庭品）

〈参考資料〉

99
103
102

2006年

年計

99
103
102

2009年

年計

10099100100平均単価

103103100103販売個数

102102100103販売金額

2011年
1-3月

2010年

年計

2008年

年計

2007年

年計

当社参入主要８市場計 対前年同期比（％）市場環境（一般用医薬品）

98
98
96

2010年

年計

100
99
98

2008年

年計

101100100101平均単価

10110110298販売個数

10210110399販売金額

2011年
1-3月

2009年

年計

2007年

年計

2006年

年計

ライオン㈱ 調べ

ライオン㈱ 調べ（2010年以前は、当社参入主要44市場の対前年同期比の数値です）
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－24.2△4.8△29.11.27.5657.0649.5連 結 計

90.00.40.90.4－－－－消去・全社

－23.8△5.8△29.61.27.5657.0649.5計

102.31.12.21.14.65.4122.1116.7アジア

－22.6△8.0△30.70.42.1534.8532.7日 本

率（％）額率（％）額

増減2011年
1－3月

2010年
1－3月

増減2011年
1－3月

2010年
1－3月

営業利益売上高

〈参考資料〉

【所在地別概要】

（単位：億円）
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新旧セグメント比較表

旧セグメント 新セグメント

〈参考資料〉

☆：海外の事業を含む ☆：旧セグメントの海外の事業を「海外事業」として集約しました

ヘルスケア事業

オーラルケア事業分野　☆

ビューティケア事業分野 ☆

薬 品 事 業 分 野  ☆

ハウスホールド事業

ファブリックケア事業分野☆

リビングケア事業分野 ☆

化学品事業    ☆

その他の事業

一般用消費財事業

オーラルケア分野

ビューティケア分野

薬品分野

リビングケア分野

ファブリックケア分野

その他の分野

海外事業　　☆

産業用品事業

その他
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本資料で記述している将来予測および業績予想は、現時点で入手

可能な情報にもとづき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや

不確実性が含まれています。そのため、様々な要因の変化により

実際の業績は記述している将来見通しとは大きく異なる結果となる

可能性があることを御承知おき下さい。

※金額は表示単位未満切捨てで表示しております。


